
主催：恵那市、恵那市教育委員会、（公財）中⼭道広重美術館
後援：朝⽇新聞社
協⼒：メ〜テレ（名古屋テレビ放送）

「清流の国ぎふ」⽂化祭2024 令和6年度秋季特別企画展

作 者 作  品  名 判 型 制 作 ・ 出 版 年 所 蔵
1 歌川広重 東海道 ⼗五 五⼗三次 吉原 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
2 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 今須 ⼤判錦絵 天保8〜9年（1837-38）頃ヵ 当館蔵

3 歌川国芳 東海道五拾三駅 四宿名所
（程ヶ⾕ ⼾塚 藤沢 平塚） ⼤判錦絵 天保5〜6年（1834-35）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵

4 歌川広重 名所江⼾百景 芝神明増上寺 ⼤判錦絵 安政5年（1858）7⽉ 当館蔵（Y.C）
5 無款（渓斎英泉） 岐阻街道 桶川宿 広原之景 ⼤判錦絵 天保6〜7年（1835-36）頃ヵ 当館蔵（T.C）
6 歌川広重 東海道五⼗三次之内 加奈川 浅間下より台を⾒る図 間判錦絵 天保12〜13年（1841-42）頃 当館蔵（T.C）
7 歌川広重 東海道五拾三次之内 ⼾塚 元町別道 ⼤判錦絵 天保4〜7年（1833-36）頃 当館蔵
8 歌川広重 東海道五拾三次之内 ⼾塚 元町別道 ⼤判錦絵 天保4〜7年（1833-36）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
9 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 軽井沢 ⼤判錦絵 天保7〜8年（1836-37）頃ヵ 当館蔵
10 無款（渓斎英泉） 岐阻道中 熊⾕宿 ⼋丁堤ノ景 ⼤判錦絵 天保6〜7年（1835-36）頃ヵ 当館蔵（T.C）
11 歌川広重 東海道 四⼗四 五⼗三次 四⽇市 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
12 無款（渓斎英泉） ⽊曽街道 薮原 ⿃居峠硯ノ清⽔ ⼤判錦絵 天保6〜7年（1835-36）頃ヵ 当館蔵（T.C）
13 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 太⽥ ⼤判錦絵 天保8〜9年（1837-38）頃 当館蔵（T.C）
14 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 ⿃居本 ⼤判錦絵 天保7〜8年（1836-37）頃 当館蔵（T.C）
15 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 ⾦⾕ ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
16 歌川広重 東海道 廿六 五⼗三次 ⽇阪 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
17 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 ⽩須賀 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
18 歌川広重 東海道 四⼗五 五⼗三次 ⽯薬師 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
19 歌川広重 東海道 五⼗⼆ 五⼗三次 ⽯部 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
20 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 御嶽 ⼤判錦絵 天保8〜9年（1837-38）頃ヵ 当館蔵
21 歌川広重 東海道 廿三 五⼗三次 藤枝 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
22 葛飾北斎 東海道五⼗三次 岡崎 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
23 歌川広重 東海道五拾三次之内 神奈川 台之景 ⼤判錦絵 天保4〜7年（1833-36）頃 当館蔵
24 歌川広重 東海道五⼗三次之内 御油 間判錦絵 嘉永元年（1848）以降ヵ 当館蔵（T.C）
25 歌川広重 東海道 七 五⼗三次 藤澤 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
26 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 ⽯薬師 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
27 歌川広重 東海道五拾三次之内 三島 朝霧 ⼤判錦絵 天保4〜7年（1833-36）頃 当館蔵
28 無款（渓斎英泉） ⽊曽街道 追分宿 浅間⼭眺望 ⼤判錦絵 天保6〜7年（1835-36）頃ヵ 当館蔵（T.C）
29 渓斎英泉 （美⼈東海道） 藤枝駅 廿三 ⼤判錦絵 天保13年（1842）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
30 歌川広重 東海道五⼗三次之内 ⾦⾕ ⼤井川遠岸 間判錦絵 天保12〜13年（1841-42）頃 当館蔵（T.C）
31 歌川重宣（⼆代広重） ⼤井川かち渡し ⼤判錦絵三枚続 嘉永5年（1852）4⽉ メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
32 歌川広重 冨⼠三⼗六景 駿遠⼤井川 ⼤判錦絵 安政5年（1858）4⽉ 当館蔵
33 歌川貞⻁ 豊年万作之図 ⼤判錦絵三枚続 天保年間（1830-44）後期頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
34 葛飾北斎 冨嶽三⼗六景 遠江⼭中 ⼤判錦絵 天保2年（1831）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
35 無款（渓斎英泉） 岐阻路ノ駅 河渡 ⻑柄川鵜飼船 ⼤判錦絵 天保6〜7年（1835-36）頃ヵ 当館蔵（T.C）
36 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 ⾼宮 ⼤判錦絵 天保8〜9年（1837-38）頃ヵ 当館蔵
37 渓斎英泉 仮名⼿本忠⾂蔵 初段⼤序 ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
38 歌川広重 忠⾂蔵 ⼤序 ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）中期 当館蔵（T.C）
39 渓斎英泉 仮名⼿本忠⾂蔵 四段⽬ ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
40 渓斎英泉 仮名⼿本忠⾂蔵 六段⽬ ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
41 歌川広重 忠⾂蔵 六段⽬ ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）中期 当館蔵（T.C）
42 歌川国芳 ⽊曽街道六⼗九次之内 深⾕ 百合若⼤⾂ ⼤判錦絵 嘉永5年（1852）5⽉ 当館蔵（T.C）
43 歌川国芳 ⽊曽街道六⼗九次之内 ⼩⽥井 寺⻄閑⼼ ⼤判錦絵 嘉永5年（1852）7⽉ 当館蔵（T.C）
44 歌川国芳 ⽊曽街道六⼗九次之内 岩村⽥ ⼤井⼦⽥畑を潤す ⼤判錦絵 嘉永5年（1852）7⽉ 当館蔵（T.C）

会期：令和6年（2024）11⽉8⽇（⾦）〜12⽉8⽇（⽇）【後期】 場所：中⼭道広重美術館 展⽰室1,2（1,2F）



作 者 作  品  名 判 型 制 作 ・ 出 版 年 所 蔵
45 歌川広重 即興かげぼしつくし つる 中判錦絵⼆丁掛のうち 天保年間（1830-44）後期 当館蔵（T.C）

46 歌川国芳 駒くらべ将棋のたはむれ はだか王将／
まってくんねへ またねへまたねへ ⼤判錦絵 天保14年（1843） メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵

47 歌川国芳 駒くらべ将棋のたはむれ お⼿にはこのとふり／
へたのかんがゑ ⼤判錦絵 天保14年（1843） メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵

48 歌川広重 狂戯芸徒くし 三 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永4年（1847-51） 当館蔵（T.C）
49 歌川広重 狂戯芸づくし 五 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永4年（1847-51） 当館蔵（T.C）
50 歌川広重 浮世⾵俗たはけいろは 其⼆ ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永4年（1847-51） 当館蔵（T.C）
51 歌川広重 浪花名所図会 堂じま⽶あきない ⼤判錦絵 天保5年（1834）頃 当館蔵（T.C）
52 歌川広重 浪花名所図会 雑喉場⿂市の図 ⼤判錦絵 天保5年（1834）頃 当館蔵（T.C）
53 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 ⼤津 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
54 歌川広重 東海道 五⼗四 五⼗三次 ⼤津 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
55 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 塩なた ⼤判錦絵 天保7〜8年（1836-37）頃ヵ 当館蔵
56 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 ⻑久保 ⼤判錦絵 天保7〜8年（1836-37）頃ヵ 当館蔵
57 歌川広重 ⽊曽海道六拾九次之内 本⼭ ⼤判錦絵 天保7〜8年（1836-37）頃 当館蔵（T.C）
58 歌川広重 江⼾⾼名会亭尽 ⽩⼭傾城ヶ窪 ⼤判錦絵 天保10年（1839）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
59 歌川広重 東海道 四⼗六 五⼗三次 庄野 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
60 歌川広重 東海道 五⼗五 五⼗三次 ⼤尾 京 ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
61 ⼆代歌川広重 諸国名所百景 佐渡 ⾦⼭ 奥⽳の図 ⼤判錦絵 安政6年（1859）11⽉ 当館蔵
62 歌川国芳 ⼤⼭⽯尊良弁瀧之図 ⼤判錦絵三枚続のうち1枚 ⽂政元〜3年（1818-20）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
63 岳亭春信 ⼤阪 安治川 新⼭⾬やとり ⼤判錦絵 天保5年（1834）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
64 昇斎⼀景 東京名所四⼗⼋景 四⼗ ⽬⿊不動の滝 ⼤判錦絵 明治4年（1871）8⽉ メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
65 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 由井 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵

66 歌川広重 （国尽張交図会）
東海道⼗五ヶ国 伊賀 伊勢 志摩 ⼤判錦絵 嘉永5年（1852）8⽉ 当館蔵（T.C）

67 歌川広重 （国尽張交図会）
尾張 三河 遠江 ⼤判錦絵 嘉永5年（1852）8⽉ 当館蔵（T.C）

68 歌川国丸 江⼾根元⼤芝居之図 ⼤判錦絵三枚続 ⽂政元年（1818） メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
69 歌川広重 東都繁栄乃図 ⼤判錦絵三枚続 安政元年（1854）3⽉ メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
70 歌川国⻁ 浮絵⾶⿃⼭花盛群集之図 ⼤判錦絵 ⽂化〜⽂政年間（1804-30） メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
71 歌川広重 東都名所 御殿⼭遊興 ⼤判錦絵 天保年間（1830-44）後期 当館蔵（T.C）
72 葛飾北斎 冨嶽三⼗六景 ⻘⼭円座松 ⼤判錦絵 天保2年（1831）頃 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
73 歌川広重 浪花名所図会 安⽴町難波屋のまつ ⼤判錦絵 天保5年（1834）頃 当館蔵（T.C）
74 歌川広重 江⼾名所 両国橋⼣涼 ⼤判錦絵 嘉永6年（1853）8⽉ メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
75 無款（葛飾北斎） 東海道五⼗三次 品川 ⼩判錦絵 ⽂化年間（1804-18）中期 メ〜テレ（名古屋テレビ放送）蔵
76 歌川広重 東海道 丗五 五⼗三次 吉⽥ ⼤判錦絵 弘化4〜嘉永5年（1847-52） 当館蔵
77 歌川広重 冨⼠三⼗六景 東都駿河町 ⼤判錦絵 安政5年（1858）4⽉ 当館蔵
78 歌川広重 名所江⼾百景 ⼤伝⾺町こふく店 ⼤判錦絵 安政5年（1858）7⽉ 当館蔵（Y.C）
※当館所蔵作品のT.Cは⽥中コレクション、Y.Cは吉村コレクションを表します。


